
Outcome

（厚労省共通指標）

指標 

 期間 各指標の計算式と分母・分子の項目名 分母・分子の解釈 

分子

A)分母のうち「非常に満足している」または「やや満足している」と回答し

た入院患者数 

B)分母のうち「十分だった」または「まあまあ十分だった」と回答した入院

患者数 

C)分母のうち「十分に伝えられた」または「まあまあ伝えられた」と回答し

た入院患者数" 

分母

A)入院患者への満足度調査項目「全体としてこの病院に満足しています

か？」の設問有効回答数 

B)入院患者への満足度調査項目「入院の原因となった病気や症状に対する診

断や治療方針について、医師から受けた説明は十分でしたか？」の設問有効

回答数 

C)入院患者への満足度調査項目「入院の原因となった病気や症状に対する診

断や治療方針について、医師の説明を受けた際の疑問や意見は、医師に伝え

られましたか？」の設問有効回答数" 

収集

期間
年1回（12月）  

調整

方法

59 入院患者満足度 
Ａ）全体としてこの病院に満足していますか？ Ｂ）入院の原因となった病
気や症状に対する診断や治療方針について、医師から受けた説明は十分でし
たか？ Ｃ）入院の原因となった病気や症状に対する診断や治療方針につい
て、医師の説明を受けた際の疑問や意見は、医師に伝えられましたか？ 

・医療の質を計る基本項目として広く用いられている。「受けた治療の結果」、「入院期間」、「安全な治療」等に

対する患者の満足度をみることは、医療の質の直接的な評価といえる。 

 回答施設数が、2022年より全体的に増えています。それでも回答施設は、参加施設の3割にも達していませ

んが、実際には取り組んでいるが入力していない場合、設問項目が一致していないため入力していない場合等

も考えられます。また、集計がまだできていない施設があったり、コロナでクラスターが発生したなどにより

調査できなかった施設があったりしたかもしれません。 

2022年同様、設問毎の回答病院数が異なります。A項目については全体的な問いであり網羅性があるものの、

それ以外の設問については、満足度アンケートの設問に「B医師の説明に対する満足度」「C質問できたか」を

加えていない可能性があります。患者の満足は全体の評価のみでなく、診療・ケアのプロセスで患者が経験す

る場面での評価を行うことで、具体的な改善の課題が明らかになると思われます。低い施設では医師の診療以

外のところで全体の満足度に関わる要因が考えられます。最近は、患者の経験調査に取り組む施設も増えてい

ます。BCを調査項目に加えていない施設はぜひ追加の検討をお願いします。 

指標の意義 

指標の計算式、分母・分子の解釈 

2023年間数値報告 

考察・分析 

改善・運用事例など 

A最小値70.73％ 25％値81.82％ 中央値89.27％ 75％値94.01％ 最大値100％ 回答病院 30施設 

B最小値71.88％ 25％値82.79％ 中央値89.04％ 75％値92.95％ 最大値100％ 回答病院 28施設 

C最小値75.00％ 25％値82.12％ 中央値87.94％ 75％値90.53％ 最大値100％ 回答病院 26施設 


























